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（２）地震が起きたら 
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■津波避難の基本方針 

 阿倍野区はその全域が上町台地上に位置し、基本的には津波の心配はないと

されています。しかし、沿岸部に仕事やレジャー等で出かけているときに地震

が起こるかもしれません。いつ何時地震や津波が起こっても命を守れるよう

に、どこへどのように避難したらよいのかを心得ておきましょう。 

 

◆大阪市の津波避難に関する基本方針 

  ・浸水想定 17区：港区、大正区、西淀川区、住之江区、西成区、此花区、

淀川区、福島区、西区、浪速区、北区、中央区、都島

区、旭区、城東区、鶴見区、住吉区 

 

→○基本的には、上町台地などの高台に向かって避難する（水平避難）。 

 

○津波到達までに高台へ逃げられない場合は、津波避難施設へ避難する

（垂直避難）。 

 

  

 

※南海トラフ巨大地震が発生したら、大阪市に津波が到達するまでに約 110

分かかるとされています。また、徒歩で避難する場合、その間に進める距離

はだいたい２km だといわれています。このような目安にのっとり、最適な

避難行動がとれるよう心がけておきましょう。 

 


